
カテゴリー 

バイオメカニクス 

  

タイトル 

脳卒中者の握力・バランス・呼吸機能に対する腹部引き込み運動および腹部拡張運動の効果 

Smooth-pursuit eye movements without head movement disrupt the static body balance.g-Yeon moon, 

PhD, OPT, HYun gug CHo, PhD, OPT J.Phys. Ther. Sci. 28: 1335–1338, 2016 

  

なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

・頸部と眼球運動の関係について、姿勢制御の視点から知識を広げたかったため。 

  

内 容 

背景 

・姿勢制御は視覚、前庭、固有受容器系による感覚入力に依存する。 

  

・視覚において重要な眼球運動の 1 つに、滑動性追従眼球運動(SPEM)がある。 

  

・SPEM は姿勢制御における重要な要素とされている。 

  

・本研究は頭部を動かさない状態での SPEM における、ボディバランスの変化を調べることである。 

  

※補足:追跡眼球運動は、ゆっくり動く視覚対象物の網膜像を網膜中心窩付近に維持し、その動きに合わせて視

線を滑らかに動かす時に起こる随意性眼球運動を指す(Wikipedia より)。 

  

方法 

・対象は 23.24±2.58 歳の 40 人(男性 24 人、女性 16 人)。 

  

・頭頸部カラーを使用して、SPEM 中の頭頸部の動きを最小限に抑えた。 

  

・SPEM は異なる方向と速度で誘発された。 

  

方向:水平方向、垂直方向、斜め方向 

速度:10°/ 秒、20°/ 秒、および 30°/ 秒 

  

・両眼の視界は 50°に制限された。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Smooth-pursuit+eye+movements+without+head+movement+disrupt+the+static+body+balance


  

・ボディバランスの変化を比較するために以下を測定した。 

general stability (ST) 

fall risk index (FI、転倒リスク指数) 

  

・ST および FI の増加は、姿勢安定性および転倒の可能性が大きいことを示している。 

  

結果 

・ST はすべての方向において、SPEM 速度の増加とともに有意に増加した(表 1)。 

・FI はすべての方向において、SPEM 速度の増加とともに有意に増加した(表 2)。 

・速度が同じ条件では、ST と FI ともに斜め方向で最も高い値を示した。 

  

 

考察 

・一般的に SPEM はターゲットが 30°/ 秒より速く動くとサッケード運動になり、ターゲットが 17°を超え

て動くと頭の動きを伴う。 

・頭の動きとそれに伴う目の動きは、ボディバランスを保つために補完的な関係にある。 

・SPEM 速度の急激な変化は姿勢調整メカニズムを妨げる。 

・これらから、頭を動かさないで SPEM の速度を上げると、ボディバランスの安定性が低下し、転倒の危険性

が高まると考えられる。 

  

私見・明日への臨床アイデア 

・頸部に可動域制限などを認める症例は多い。姿勢制御を考えるにあたっては、頸部の評価と介入が重要であ

ると改めて感じた。 
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